
　「働き方改革」や「ワーク・ライフ・バランス」など、性別を問わず誰もが仕事と育児・介護を両立しながら働
きやすい職場環境を目指す取り組みが進んでいます。制度面での環境整備も進んでおり、昨年5月には「育
児・介護休業法」が改正され、今年4月から段階的に施行されます。子どもの年齢に応じた柔軟な働き方を実
現するための措置の拡充や、育児休業の取得状況の公表義務の対象拡大などが始まります。社員への子
育て支援などについて独自に取り組んでいるさいたま市内の事業者の例も参考にしながら、より働きやす
い職場環境について考えてみましょう。
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全
国
各
地
の
医
療
機
関
約
1
3
0
0
施
設
に
導

入
さ
れ
て
い
る
医
療
・
介
護
・
健
診
情
報
を
管
理
す

る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
・
保
守
サ
ー

ビ
ス
や
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
医
療
I
T
に
強
い
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
、
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
土
日
祝
日
も
含
め
年
中
無

休
で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
社

員
の
7
割
が
女
性
で
、
管
理
職
に
も
積
極
的
に
登

用
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
向
け
に
年
中
無
休
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
と
い
う
業
務
の
特
性
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
2
0
1
9
年
に
B
C
P（
災
害
時
の
事
業

継
続
計
画
）
を
策
定
し
た
際
に
社
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
災
害
発
生
時
な

ど
で
も
業
務
を
継
続
で
き
る
体
制
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
現
在
も
、
社
員
が
柔
軟
に
働
け
る
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
産
休
・
育
休
復
帰
支
援
面
談
シ
ー
ト
を
用
意
し
て
本
人
の
希
望
を
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
希
望
に
沿
っ
た
働
き
方
を
極
力
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
産
休
・
育
休
で
社
員
が
休
業
中
の
間
は
代
替
と
な
る
人
材
を
な
る
べ
く
採
用

し
、
他
の
社
員
へ
負
担
が
極
力
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
安
心
し
て
産
休・

育
休
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
代
替
で
入
社
し
た
方
も
、
引
き
続

き
継
続
雇
用
し
て
い
ま
す
。

産
休
・
育
休
か
ら
復
帰
し
た
後
の
時
間
短
縮
勤
務
や
時
間
外
労
働
、
深
夜
労
働

の
制
限
は
、
社
員
の
子
ど
も
が
小
学
校
6
年
生
ま
で
使
え
る
制
度
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
看
護
休
暇
や
家
族
の
介
護
休
暇
は
、
い
ず
れ
も
年

間
15
日
間
を
限
度
に
取
得
で
き
、
そ
の
内
5
日
間
は
特
別
休
暇
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
は
、
時
間
単
位
で
取
得
可
能
な
た
め
、
1
〜
2
時
間
の

病
院
送
迎
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
社
員
か
ら
は
、
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
て
あ
り

が
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

社
員
一
人
ひ
と
り
に
長
く
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
結
婚・出
産・介
護
と
い
っ
た

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

人
手
不
足
と
言
わ
れ
る
中
で
人
材
確
保
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
計
画
部
　
人
事・教
育
担
当
　
西
沖
　
千
秋 

さ
ん
談
）

井
戸
を
掘
る「
さ
く
井
」工
事
を
中
心
に
、

井
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
関
連
す
る
土
木

工
事
、
地
下
水
関
連
設
備
工
事
、
地
質
調

査
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
1
9
1
2

年
創
業
の
日
本
初
の
さ
く
井
工
事
会
社

と
し
て
、
1
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
全
国

各
地
で
豊
富
な
地
下
水
開
発
の
実
績
が

あ
り
ま
す
。
社
員
の
う
ち
約
3
割
が
女

性
で
、
現
場
の
技
術
職
に
も
女
性
社
員
が

増
え
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
に
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
、
各
社
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化

に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
出
産
予
定
の
あ
る
社
員
の
た
め

に
育
児
相
談
専
用
窓
口
を
設
置
し
、
出

産
予
定
の
連
絡
を
受
け
た
後
、
本
人
・
所

属
上
長
・
人
事
課
の
３
者
で
面
談
す
る
機
会
を
、
産
休
取
得
前
と
復
職
前
に

設
け
て
お
り
、
今
後
の
働
き
方
に
関
す
る
本
人
の
希
望
を
聞
き
取
っ
て
反
映

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
産
休
や
育
休
に
は
届
出
に
必
要
な
書
類
も
多

い
の
で
す
が
、
い
つ
何
が
必
要
に
な
る
か
を
時
系
列
で
説
明
し
て
、
計
画
的

な
手
続
き
等
を
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
育
児
や
仕
事

に
集
中
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
配
偶
者
が
出
産
予
定
の
男
性
社
員

に
対
し
て
も
、
早
い
段
階
で
育
休
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
社
内
報
で
も
、
育
休
制
度
の
手
続
き
を
な
る

べ
く
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
り
、
産
休
・
育
休
を
利
用
し
た
社
員
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
、
社
員
の
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
を
掲
載
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
育
休
を
取
得
し
た
男
性
社
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
し
た
。

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
働
き
や
す
い
職
場
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
も
多
様

な
人
材
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
続
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部 

人
事
課
　
主
任
　
今
村
　
理
美 

さ
ん
談
）

改正 育児・介護休業法（令和6年5月に改正、令和7年4月1日から段階的に施行）では、
①子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充　　②育児休業の取得状況の公表義務の拡大や次世代育成支援対策の推進・強化
③介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度の強化等
が新たに規定されました。少子高齢化の進行による労働人口の減少、人手不足の高まりも背景として、「働き方改革」「ワーク・ライフ・バランス」への
意識が徐々に高まってきており、性別を問わず働きやすい職場環境の整備に積極的に取り組む企業も増えてきています。

育児・介護も、仕事も、どちらも両立しやすい社会へ育児・介護も、仕事も、どちらも両立しやすい社会へ特 集

ささいいたたまま市市内内のの会会社社ににイインンタタビビュューー！！柔軟な働き方を

取り入れています！

　2023年5月に育休から復職し、電子カルテシステムのコールセンターでオペレーターとして働
いています。月曜と金曜はテレワークで時短勤務、出社する火・水・木曜も午前9時30分から午後4
時の時短勤務となっています。出社する日でも午後5時には保育園に子どもを迎えに行って、その
後の家事や育児に時間を使えるので助かっています。
　産休前の仕事の経験が、今でも大いに役立っており、子どもが大きくなったら徐々に勤務時間
も増やしていきたいと思っています。育児と仕事を無理なく両立できるんだよ、という姿を若い
女性社員たちにも感じてもらいたいですね。

オペレーターとして働く社員の様子
さく井工事の様子

　2024年10月に第2子の育休から復職し、工事現場での安全衛生管理を担当する部署の事務職と
して働いています。現在は夫が在宅勤務できる環境ということもあり、私はフルタイムで出社して
働いています。第1子の育休明けには、午前9時から午後4時の時短勤務で働いていました。育休に
入る前には丁寧な面談の実施があり、今後も育児と並行して働き続けたいという希望を実現できて
います。会社から育休関連の申請や手続きについて分かりやすく親身な説明もあり、助かりました。
　また、電話でよく仕事のやり取りをしている他の支社の方が育休を取得し、お子さんの写真を社
内報で見かけた時はうれしくなりました。ワーク・ライフ・バランスの取れた働き方が実現できる会
社だと、他の社員の方の記事を見て改めて実感できました。

東日本支社　安全衛生部　主任社員の声

ファーストコールセンター　医療第二グループ社員の声

株式会社日さく
（本社 さいたま市大宮区桜木町4丁目199番地3）

株式会社メディカル情報サービス
（さいたま市大宮区仲町3-13-1　住友生命大宮第2ビル 8F）
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現するための措置の拡充や、育児休業の取得状況の公表義務の対象拡大などが始まります。社員への子
育て支援などについて独自に取り組んでいるさいたま市内の事業者の例も参考にしながら、より働きやす
い職場環境について考えてみましょう。
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インターネット上における誹謗中傷やプライバシーの暴露等のお悩みについて相談することができる窓口が開
設されました。窓口では、専門相談を行う事業者が、相談内容に応じて対処方法についての助言や専門機関等の
案内を行います。

【相談受付日】 平日（月～金曜日）※祝・休日および年末年始12/29～1/3を除く
【対　　　象】 �さいたま市内在住、在勤、在学などで、インターネット掲示板やSNSなどに 

おける誹謗中傷やプライバシーの暴露などにお悩みの方
【相 談 内 容】 �・誹謗中傷などを受けたことに関する相談 

・誹謗中傷などを行ってしまったことについての相談
　　　　　　 ※必要に応じ専門性の高い窓口（弁護士・心理士など）への案内を行います。

【相 談 方 法】 �・電話による相談 
・メールフォームによる相談

「さいたま市ネット安心相談」「さいたま市ネット安心相談」
ひとりで悩まずご相談くださいひとりで悩まずご相談ください

3月8日は国際女性デーです

●   さいたま市ネット安心相談   で検索
● 二次元コードを読み込み

「国際女性デー」は、1975年に国連によって定められた記念日です。この
日は、国や民族、言語、文化、経済、政治の壁に関係なく、女性が達成し
てきた成果を再確認する日であり、全世界の多くの国々で記念行事が行わ
れます。日本でも多くの企業が女性活躍を推進するためのキャンペーンや
イベント活動を実施しています。このような活動を通して、日本のジェン
ダーギャップ指数の向上やジェンダー平等の実現を目指しています。
また国際女性デーは、イタリアでは同時期にミモザの花が咲くことにち
なんで、「ミモザの日」とも呼ばれています。この「ミモザの日」には、男性

が女性に敬意と感謝を込めて、パートナーだけでなく、母親や祖母、友人、仕事仲間など自分にとって大切
な女性にミモザの花を贈る習慣があります。ぜひこの機会に、身近な女性に感謝を伝えてみてください。

電話番号やメールフォームについて、
くわしくは市ＨＰからご確認ください。
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